
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路づくりプロジェクト 

未来への可能性を広げよう！ 
目的：主体的な進路選択、進路ミスマッチ防止

（１学年総合的な探究の時間） 

「キャリア・パスポート」を活用して自己理解

を深め、インターンシップ等の社会体験をとお

して社会への興味・関心を高める活動に取り組

みました。 

★１年生１７人が、インターンシップ、ジョブシャドウイング、アカデミックインターンシップに参加しました！ たくさんの気付きや学びを

得ることができました。今後の進路選択に必ずや活かしていきます。このような機会を設けて下さった事業所、学校関係機関の皆様に

心より感謝いたします。 

インターンシップ参加の様子 アカデミックインターンシップ参加の様子 

大学 HPで 

紹介されました！ 
 

会営薬局とよみでの実習 

那覇市立中央図書館での実習 

鏡原保育園での実習 

日本トランスオーシャン航空での実習 

１日体験でお世話になった先生方、在学生との写真撮影 

沖縄タイムス社での実習 

学んだことを 
共有しました！ 

体験後の振り返り 沢山の気付きがありました！ 

      ●沖縄大学は、キャンパスがコンパクトで移動に時間がかからないと

ころがいいと思った。また、学生の仲が良く、先生も優しかったの

が印象に残った。 

●大学生から色んな話を聞けた。どの学部でどんなことを学べるか、

将来どんなところに就職できるか分かった。学食がおいしかった。 

●大学進学や就職では、自分の武器を見つけて勝負していくことが大切だというこ

とが分かった。 

●将来、予想しなかった仕事に就くことがある。今から自分の武器を見つけておく

ことが大事。 

●授業が 90 分と高校より 40 分も長く最初はキツかったけど、意外と授業が楽し

く時間もあっという間でした。 

●先生と学生の距離が近くとても協力的で進路実現においてもサポートが手厚い。 

参加者の声 

参加者の声 

参加者の声 

琉球新報社での実習 

     ●インターンシップ前は、子どもたちと会話したりサポーするというイ

メージが強かったが、先生方がどれだけ慎重に子ども達を見ているか

が分かりすごいと思った。 

●安定した生活をおくるために働くと考えていたが、やりがい(利用者のニーズや

用意した本が借りられている)があり、そのために働くことが大切だと分かった。 

●仕事は生活できるようにとお金を貯めるだけだと思っていたけど、自分のスキル

up のために資格を取っていたり、仕事を生きがいにしていたりと自分が楽しむた

めに働いていると気付いた。 

●体験前は給料を優先して仕事に就こうと思っていたけど、体験を通して給料では

なく、自分は何をしたいかが大切だと思うようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ジョブシャドウイング参加の様子 

進路づくりプロジェクト報告会の様子 

「職業インタビュー」で学んだことをクラスメイトと共有しました！ 

株式会社 HelloWorld でのジョブシャドウイング 

～国際交流コーディネーターの仕事を観察・体験～ 

参加者の声 
●ずっと一人の人間として成長して、生きがいとスキルアップのために働くということが分か

った。あらためて英語が好きだということが分かった。やり抜く力を身につけたい。 

●コミュニケーションの難しさを知り、日常生活で身に付けようと思った。企画の運営から進

行までやり、大変かなと思ったが、やりがいがあった。一つの企画から多くのことを学べた。 

インターンシップ、ジョブシャドウイング、アカデミックインターンシップ参加者が体験したことをクラスメイトに報告しました！ 

インターンシップに参加しな
かった生徒は、身近な人に
「職業インタビュー」を実施
し職業理解を深めました。ま
た、「職業インタビュー」を
とおして学んだことをクラス
メイトと共有し「働く」こと
について考えました！ 

生徒の 
振り返り 

自分たちの将来のことを考
えて参加していてスゴイと
思った。どのインターンシ
ップも自分で行動する力、
人と関わる力が大切だと分
かった。自分で知ることで
やりたいことが見えてきた
りする。 

社会に出ると自分から行動することが大
事だと分かった。また、就く職業によっ
ても必要な能力が違うので、今のうちか
ら将来のことを考えることが大切だなと
思った。 

全員がインターンシップを通
して学んだことや、初めて知
ったことを発表していてよか
った。この経験を将来に活か
していきたいと思う人が多数
いて、インターンシップを行
って良かったと思っているよ
うに見えた。 

この報告会を通して仕事によって求められる能力は
異なっているが、どれも必要な能力なので少しでも
社会で出る前に身に付けられたらいいと思った。 

今回、大学と仕事のインターンシップ報告を聞い
てそれぞれ違った学びがあり、やってみないと分
からないことがあるんだなと思ったので、こうい
う機会で参加できるのはすごいと思った。 

インターンシップにも色々あって楽しそうだった。
私は将来何をしたいかがまだ決まっていないので、
色々な仕事を調べ、大学のイベントにももっと参加
しようと思った。 

自分が将来就きたい職業について知りた
いと思うなら行動に移して一度経験して
みることも大切だと思いました。まだ、
どの仕事にもやりがいや必要な力があ
り、それはインターンシップを通してか
らしか分からないと感じました。 

職場には「かふやみ力」全て
が必要だということが分かっ
た。自分も今から「かふやみ
力」を身に付け、将来に繋げ
ていけたらと思った。 

進路にはいろんな進み方があるということ
を学びました。また、僕はこの４つの話を
聞いて大学に進学してみたいと思いまし
た。そこで色んな分野を学んで色んな選択
肢を持っておきたいなと思いました。 

インターンシップ前と後で、その仕事に対す
る考え方が変わるし、その仕事の大変さを知
ることができるから、実際に体験することが
大切だと思いました。自己理解を深めて、自
分のやりたいことを見つける。 

人それぞれ求めてい
るものが違うけど、
やりがいを求めて働
くことが続くことだ
と思った。 

４つのインターンシ
ップ報告を聞いて体
験しないと分からな
い必要な力があると
分かった。 

やっぱり進路を決めるため
には知ることが必要だと思
いました。色々なことを知
ることで明確な進路決定が
できることが分かった。 

インターンシップを行うこと
によって自分の将来にどんな
力が必要であるか知り、職業
を決める上で支えになる大切
なことを学べる。 

それぞれの人が「働く」の
意味を考えていてすごかっ
た。進路のことについて自
分も真剣に考えたい。 

報告を聞いてたくさんの事
を学ぶことができました。
自分も大学が楽しみになっ
てきました。 

大学や職業を体験した人の話を聞い
て、まずは挑戦してみる事が必要だな
と感じました。また、自分がやりたい
ことが決まってなくても色んな事に挑
戦することで自分を知れて、やりたい
ことが見つかると分かりました。 

どの職業もかかわ
る力が必要だと分
かった。実際に体
験することで学べ
ることがたくさん
あると思った。 

働くことはお金のため
だけじゃなく、その職
業のやりがいを見つけ
ることで働くことの意
味が変わってくること
が分かった。 

仕事内容や大切な事は思って
いたこととは全く違うことも
あるのでやはり実際見て体験
することが大事だと思った。 

観察だけでも得られる
ものは多い。自分の将
来が明確になる。「自分
を知ることが楽しい将
来への近道」という言
葉が印象に残った。 

インターンシップ報告を聞い
て、体験しないと分からない
必要な力があると分かった。 

インターンシップをするこ
とでネットの情報や人から
の情報からは学べないこと
があることを知りました。 

新たに学
んだこと
＆驚き 

●将来のことは現実的に決めないといけないと思っていたけど、
意外と夢があって驚いた。 
●たくさんの仕事があって様々なやりがいがあると学びました。 
●聞いたことのない職業があった。それぞれのやりがいがいいな
と思った。 
●仕事は人との関りがとても大切ということが改めて分かりまし
た。また、それぞれのやりがいがあって仕事を選んだ理由もバラ
バラだと感じた。 

●こんな仕事があるんだという仕事ばかりで驚いた。 
●みんな自分の親の仕事が意外と大変だということをインタビューを
通して分かったのが共通していた。 
●今まで知らなかった職業があって、どれもそれぞれにやりがいがあ
ってすてきだと思った。 
●仕事が続いているのはやっぱりやりがいがあるからだなと思った。 
●同じ仕事でも人によってやりがいが違うのが意外だった。 
●働くとはお金稼ぎだけじゃなく、他の人色んな人の役に立つこと。 


